
近
年
の
調
査
成
果
か
ら

も
の
に
は
二
つ
穴
が
開
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
銅
鏡
の
中
央
に
あ
る

紐
を
通
す
穴
を
表
現
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
右
の
も
の
は
、
先
端
（
下

側
）が
欠
け
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、

わ
か
り
に
く
い
で
す
が
、
剣
の
形
を

真
似
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
が
作
ら
れ
た
の
は
、
古
墳
時

代
の
中
頃
（
１
６
０
０
～
１
５
０
０

年
程
前
）。
残
念
な
が
ら
、
今
回
の
調

査
で
は
石
製
模
造
品
の
出
土
だ
け
で
、

具
体
的
な
祭
祀
の
痕
跡
な
ど
は
確
認

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
、
周

辺
か
ら
工
房
や
祭
祀
の
痕
跡
が
見
つ

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
石
岡
地
区
の
北
部
か
ら
八

郷
地
区
と
い
う
筑
波
山
東
麓
は
、
実

は
石
製
模
造
品
の
発
見
が
多
い
地
域

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
筑
波

山
に
対
す
る
信
仰
は
奈
良
時
代
の

『
常
陸
国
風
土
記
』
に
も
書
か
れ
て

い
て
、
筑
波
山
を
対
象
と
し
た
祭
祀

が
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

 シリーズ　�
文化振興課

　

前
回
に
引
き
続
き
、
昨
年
発
掘
調

査
を
行
っ
た
佐
久
松
山
遺
跡
の
調
査

成
果
の
な
か
か
ら
、「
石せ

き
せ
い
も
ぞ
う
ひ
ん

製
模
造
品
」

と
い
う
古
墳
時
代
の
祭さ

い
し祀
の
道
具
を

紹
介
し
ま
す
。

　
「
三
種
の
神
器
」

と
し
て
も
知
ら
れ

る
よ
う
に
、
古
代

の
祭
祀
の
道
具
と

し
て
鏡
・
剣
・
玉

は
重
要
な
も
の
で

し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
は
貴
重
品

で
、
な
か
な
か
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
代

用
品
と
し
て
、
石
で
作
ら
れ
た
の
が

「
石
製
模
造
品
」
で
す
。

　

写
真
は
、
佐
久
松
山
遺
跡
出
土
の

も
の
で
す
が
、
左
の
二
つ
は
、
鏡
を

真
似
た
も
の
に
あ
た
り
ま
す
。
一
見

す
る
と
、
円
い
も
の
の
、
銅
鏡
に
は

似
て
も
似
つ
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
よ
く
見
て
み
る
と
、
左
の

も
の
に
は
中
央
に
一
つ
、
真
ん
中
の 佐

久
松
山
遺
跡 

Ⅱ

石製模造品

石
岡
市
国
府
３-

１-

16　
　

問
い
合
わ
せ　

☎
２
７
・
５
１
７
１

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

開
館
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
８
時　

休
館
日
：
木
曜
日

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
（
向
か
い

側
）・
市
営
駐
車
場
を
利
用

く
だ
さ
い
。

 

12
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

折
り
紙
教
室　

19
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

　

育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）

　
　
　
　
　
　

   

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
30
分
～

　

心
と
体
の
健
康
相
談
／
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

 　

                   

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～

　

日
本
語
教
室　

 

毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
～

　

ち
り
め
ん
小
物
づ
く
り

       　

    

５
日
・
12
日
（
土
）　

午
後
１
時
～
４
時

   

お
は
な
し
な
あ
に　

12
日
（
土
）　

午
後
２
時
～

日
時　

12
月
20
日
（
日
）　

　
　
　

午
後
２
時
～
７
時

ク
リ
ス
マ
ス
★
リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

今
回
は
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音

楽
を
５
時
間
に
わ
た
っ
て
、
リ

レ
ー
演
奏
し
ま
す
。
好
き
な
時
間

に
ぜ
ひ
お
出
で
く
だ
さ
い
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
楽
し
く
く
ら
そ
う

ま
ち
か
ど
学
習
会

～ 

座
っ
て
で
き
る
体
操
と
お
茶
会 

～

日
時　

12
月
16
日
（
水
）　

午
後
２
時
～
４
時

講
師　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
体
操
指
導
員

受
講
料　

無
料

奈
稚
子
の
ロ
マ
ン
ド
ー
ル
人
形
展

12
月
22
日（
火
）～
１
月
12
日（
火
）

パ
ソ
コ
ン
で
作
る
年
賀
状
教
室

日
時　

12
月
7
日
（
月
）、
11
日
（
金
）
の
ど
ち
ら
か
一
日

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

定
員　

各
５
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

受
講
料　

１
０
０
０
円

　

今
年
の
年
賀
状
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？ 

少
量
な
ら
印
刷
も
で
き
ま
す
。

自
分
だ
け
の
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
受
付
中
！

　

手
持
ち
の
写
真
を
使
っ
て
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
が
作
れ
ま
す
。
Ａ
３

サ
イ
ズ
１
枚
で
６
か
月
分
で
す
。
料
金
は

１
０
０
０
円
（
２
枚
組
は
１
５
０
０
円
）

で
す
。
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

思
い
想
い
の
三
人
展
（
写
真
展
）

12
月
13
日
（
日
）
ま
で

フ
ィ
ル
ム
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
会
の
作
品
で
す
。

出
展　

相
澤 
典
子
・
福
田 

敏
江
・
横
田 

澄
子

　

ロ
マ
ン
ド
ー
ル
と
は
、
紙
粘

土
・
陶
芸
粘
土
を
自
由
自
在
に

制
作
し
た
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー

あ
ふ
れ
る
創
作
人
形
で
す
。

休
館
日
の
お
知
ら
せ　

 

12
月
28
日
（
月
）
～
１

月
５
日
（
火
）
ま
で
休
館
と
な
り
ま
す
。
１
月
６

日
（
水
）
か
ら
通
常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
。

お
雛
様
を
寄
付
し
て
く
れ
る
方
。

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
！

募集中
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時
の

記
憶



図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
12
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
５
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

中
央
公
民
館 

和
室

《
12
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
12
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も

30
分
程
度
で
す
。興
味
の
あ
る
方
は
、

お
出
で
く
だ
さ
い
。

☎
２
４
・
１
５
０
７

　

子
ど
も
向
け
の
楽
し
い
お
は
な
し

や
映
画
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時　

12
月
19
日
（
土
）

　

午
前
10
時
15
分
～

《
12
月
５
日
・
６
日　

中
央
公

民
館 

図
書
室
は
臨
時
休
室
》

《
魔
女
お
ば
さ
ん
の
お
は
な

し
会
》

　

つ
く
ば
の
森
か
ら
、
３
２
９
歳
の

魔
女
お
ば
さ
ん
が
や
っ
て
く
る
！
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
「
魔
女
だ
い
す

き
」
な
す
べ
て
の
人
の
た
め
の
お
は

な
し
会
で
す
。

◆
日
時　

12
月
12
日
（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
場
所　

中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

◆
講
師　

有
田
道
子
氏

　
　
　
　
（
つ
く
ば
市
在
住
）

著
書
『
魔
女
お
ば
さ
ん
の
お
話
大
好

き
』・『
お
は
な
し
い
っ
ぱ
い
魔
女
お

ば
さ
ん
』・『
魔
女
流
ク
ッ
キ
ン
グ
』

　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ス
ラ
ン
書
房

◆
内
容　

読
み
聞
か
せ
な
ど

◆
対
象　

幼
児
～

《
12
月
28
日
～
１
月
４
日

　
　
　

年
末
年
始
の
休
館
》

《
お
た
の
し
み
会
》

 1 ～ 4

11・ 12

18・25

28

12 月

【休　館　日】

１月
  7・ 14

21 ・23

28 ～ 31 

 

　

見
え
に
く
い
バ
リ
ア
と
し
て
は
、

点
字
案
内
な
ど
の
不
足
、
身
体
障
害

者
補
助
犬
（
盲
導
犬
、
介
助
犬
、
聴

導
犬
）
へ
の
理
解
不
足
、
要
約
筆
記

や
手
話
通
訳
の
普
及
不
足
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
、
社
会
環
境
の
整
備
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
障
害
者
な
ど
に
対
す

る
偏
見
や
差
別
の
意
識
が
バ
リ
ア
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
要
介
護
者
、
知
的
障
害
者
、

精
神
障
害
者
は
、
暴
行
・
虐
待
・
性

的
い
た
ず
ら
、貸
金
や
預
金
の
搾
取
、

不
要
な
契
約
へ
の
勧
誘
な
ど
、
人
権

侵
害
の
被
害
者
に
な
り
や
す
い
こ
と

も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
バ
リ
ア
を
取
り
除
き
、

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す

る
た
め
の
法
律
や
制
度
と
し
て
「
障

害
者
基
本
法
」「
障
害
者
の
雇
用
の

促
進
等
に
関
す
る
法
律
」（
障
害
者

雇
用
促
進
法
。
平
成
18
年
改
正
）「
成

年
後
見
制
度
」（
平
成
12
年
導
入
）

「
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
」（
平
成
14

年
施
行
）
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

に
平
成
14
年
に
は
、
そ
の
後
10
年
間

の
国
の
障
害
者
政
策
の
指
針
と
な
る

「
新
障
害
者
基
本
計
画
」
と
、
同
５

年
間
の
「
新
障
害
者
プ
ラ
ン
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
際
的
に
は
、「
国
連
障
害
者
の
10

年
」（
昭
和
58
年
～
平
成
４
年
）、「
ア

ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
の
10
年
」（
平
成

５
年
～
14
年
）
の
取
り
組
み
が
あ
り
、

後
者
は
さ
ら
に
10
年
間
延
長
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
国
連
で
は
、
平
成

18
年
「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条

約
」
が
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
も
、
平
成
18
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法

に
基
づ
き
「
石
岡
市
障
害
者
基
本
計

画
・
障
害
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、

障
害
者
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

※
人
権
課
題
に
つ
い
て
、
今
後
も
随

時
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
４
０
）

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と

バ
リ
ア
フ
リ
ー

 

★ 

人
権
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト 

⑨
★ 

　

【
障
害
者
の
人
権   

そ
の
２
】

◆
場
所　

中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

◆
内
容

・「
む
か
し
む
か
し
」「
フ
レ
ン
ズ
や

さ
と
」
に
よ
る
お
は
な
し
会
（
読
み

聞
か
せ
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
）

40
分

・
映
画
「
リ
ト
ル
モ
ン
ス
タ
ー
」
33
分

◆
対
象　

幼
児
～

※
お
た
の
し
み
会
を
開
催
す
る
た

め
、
12
月
の
お
は
な
し
会
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

12
月
５
日
（
土
）、６
日
（
日
）
は
、

公
民
館
ま
つ
り
の
た
め
、
中
央
公
民

館
の
図
書
室
が
休
室
と
な
り
ま
す
。

　

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
協
力

願
い
ま
す
。

　

12
月
28
日
（
月
）
か
ら
１
月
４
日

（
月
）
は
、
年
末
年
始
の
た
め
中
央

図
書
館
と
中
央
・
東
地
区
・
城
南
地

区
の
公
民
館
図
書
室
が
休
館
（
室
）

に
な
り
ま
す
。

　

休
館
中
に
本
な
ど
を
返
却
す
る
場

合
は
、
中
央
図
書
館
の
玄
関
脇
に
あ

る
「
返
却
ポ
ス
ト
」
を
利
用
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・

Ｃ
Ｄ
や
カ
セ
ッ
ト
・
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ

付
き
の
図
書
は
、
壊
れ
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
返
却
ポ
ス
ト
に
は
入

れ
ず
、
１
月
５
日
以
降
の
開
館
日

に
、
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
返
却
く
だ

さ
い
。

　

理
解
の
う
え
、
協
力
願
い
ま
す
。
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育
児
に
同
じ
く
ら
い
か
か
わ
り
た
い

と
い
う
人
の
割
合
は
約
７
割
に
上
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
厚
生
労
働
省
「
今
後
の

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
に
関
す
る

調
査
結
果（
平
成
20
年
）」に
よ
る
と
、

育
児
休
業
制
度
を
「
利
用
し
た
い
と

思
う
」
男
性
の
割
合
は
31
・
８
％
、

育
児
の
た
め
の
短
時
間
勤
務
制
度

を
「
利
用
し
た
い
」
男
性
の
割
合
は

34
・
６
％
と
３
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
男
性
の
育
児

休
業
取
得
率
は
１
・
56
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
て
、
制
度
の
利
用
率
は
き

わ
め
て
低
く
、
利
用
し
た
い
と
思
っ

　

皆
さ
ん
の
周
り
に
は
、
家
事
や
子

育
て
に
奮
闘
す
る
お
父
さ
ん
が
い
ま

す
か
。

　

内
閣
府「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
調
査
」

に
よ
る
と
、
20
歳
代
か
ら
40
歳
代
の

子
ど
も
が
い
る
男
性
は
約
８
割
が
何

ら
か
の
形
で
家
事
や
育
児
・
介
護
に

か
か
わ
っ
て
お
り
、
同
世
代
の
子
ど

も
が
い
な
い
男
性
が
約
４
割
、
男
性

全
体
で
は
55
・
４
％
な
の
と
比
較
し

て
も
、
割
合
が
高
い
よ
う
で
す
。

　　

ま
た
、
内
閣
府
「
低
年
齢
少
年
の

生
活
と
意
識
に
関
す
る
調
査
結
果
報

告
書（
平
成
19
年
２
月
）」に
よ
る
と
、

子
育
て
中
の
父
親
の
う
ち
、
仕
事
と

【
事
例
】

1
「
発
電
し
た
電
気
を
電
力
会
社

に
買
い
取
っ
て
も
ら
え
る
の
で
、

月
々
の
支
払
い
は
相
殺
さ
れ
る
」
と

説
明
さ
れ
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
分
割
払
い
で
契
約
し
た
。
数
か
月

経
過
し
た
が
実
際
に
買
い
取
っ
て
も

ら
え
た
電
気
料
金
は
１
０
０
０
円
ぐ

ら
い
な
の
で
、
毎
月
の
電
気
料
金
以

外
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
代
も
支
払
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

問
題
点　

売
電
収
入
に
つ
い
て
過

剰
な
説
明
や
、
売
電
制
度
に
つ
い
て

不
正
確
な
説
明
を
し
て
い
る
。

2
訪
問
販
売
で
「
国
の
補
助
金
が
受

け
ら
れ
る
」
と
説
明
さ
れ
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
契
約
し
た
。
契
約
書

を
見
て
交
付
条
件
に
合
っ
て
い
る
か

ど
う
か
不
安
に
な
り
窓
口
に
問
い
合

わ
せ
た
ら
「
対
象
に
な
ら
な
い
」
と

言
わ
れ
た
。

問
題
点　

補
助
金
を
受
け
る
に
は
条

件
が
あ
り
、
条
件
を
満
た
し
て
い
な

い
の
に
「
補
助
金
が
受
け
ら
れ
る
」

と
説
明
し
て
い
る
。

3
「
太
陽
光
発
電
の
モ
ニ
タ
ー
を

捜
し
て
い
る
」
と
訪
問
し
た
業
者
か

ら
、「
光
熱
費
の
控
え
を
提
出
し
て

も
ら
う
と
モ
ニ
タ
ー
の
値
引
き
が
あ

る
」
と
勧
誘
を
受
け
た
。「
特
別
設

置
条
件
値
引
き
適
用
に
な
る
が
、
こ

の
地
域
で
５
件
だ
け
で
あ
と
２
件
し

か
な
い
」
と
急
が
さ
れ
契
約
し
た
。

問
題
点　

契
約
を
急
が
せ
る
、
お
得

感
の
強
調
、
長
時
間
に
わ
た
る
勧
誘

で
、
冷
静
に
検
討
で
き
な
い
。

　

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

訪
問
販
売
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
中
！

　
　
　 

〜 

売
電
収
入
？ 

補
助
金
？
〜

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
内
）

☎
２
２
・
２
９
５
０　

月
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時
30
分

ハーモニーコーナー

か
が
や

き
の　
未来を拓

ひひ

く

　男
ひ
ひ
と
女 ひ
ひ

育
児
休
業
制
度

　
約
３
割
の
男
性
が
利
用
し
た
い

男
性
の
育
児
参
加
へ
の
希
望
と
現
実

ア
ド
バ
イ
ス

◎
複
数
の
見
積
も
り
を
取
り
納
得
で

き
る
事
業
者
と
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

◎
補
助
金
、
発
電
量
、
売
電
量
な

ど
の
情
報
を
収
集
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
ら
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
市
役
所
１
階 

相
談
室
（
毎
週
木
曜
日
）

＊
八
郷
総
合
支
所
１
階 

相
談
室
（
今
月
は
12
月
22
日
（
火
））

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
予
約
先　

市
役
所 

企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

女
性
の
た
め
の

 
 
 
 

困
り
ご
と
相
談

午後1時30分
　　　　　～4時

て
は
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
利
用

し
て
い
な
い
男
性
が
少
な
か
ら
ず
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
男
性
が
育

児
な
ど
を
通
じ
た
家
庭
へ
の
参
画
を

希
望
し
て
い
な
が
ら
、
現
実
に
は
、

特
に
30
歳
代
を
中
心
と
し
た
子
育
て

期
の
男
性
は
長
時
間
労
働
と
な
っ
て

い
る
人
の
割
合
が
高
い
た
め
、
仕
事

中
心
の
生
活
と
な
る
こ
と
が
多
い
の

が
現
状
の
よ
う
で
す
。

☆
石
岡
市
で
は

　

平
成
18
年
に
行
っ
た
「
男
女
共

同
参
画
社
会
市
民
意
識
調
査
」
の

結
果
に
よ
る

と
、
約
４
割

の
人
が
育
児

を
夫
婦
一
緒

に
行
っ
て
い

る
と
答
え
て

い
ま
す
。

男
性
の
育
児
休
業

　

実
際
の
取
得
は
約
１
％

７
割
の
男
性

「
仕
事
も
育
児
も
か
か
わ
り
た
い
」

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

広報いしおか　№１００　２２



　
　
俚
　
　
謡　

総　

社　

鈴
木　

虚
心

秋
の
天
心
　
眉
月
見
れ
ば

　
母
の
や
さ
し
い
　
眼
が
浮
か
ぶ

　
　

俳

句
府　

中　

赤
津
美
智
子

牧
閉
ざ
す
牛
千
金
の
艶
加
え

大
谷
津　

大
関　

ひ
さ

大
花
野
反
芻
つ
づ
く
牧
の
牛

三　

村　

今
泉　

し
げ

食
べ
て
は
寝
牛
に
な
る
よ
と
冬
籠
る

茨　

城　

伊
藤　

誠

大
の
字
の
牛
も
現
る
秋
日
和

高　

浜　

羽
生
つ
た
え

秋
麗
ら
牧
場
の
牛
の
声
ひ
び
く

井　

関　

坂
本　

ふ
く

牛
歩
に
て
秋
の
散
歩
路
闇
せ
ま
る

吉　

生　

土
佐　

汀
風

無
住
寺
も
秋
の
気
配
を
漂
は
せ

柿　

岡　

大
塚　

博
子

稲
の
秋
筑
波
の
裾
を
明
る
う
す

柿　

岡　

岩
田
た
だ
し

扉
閉
じ
暗
き
内
陣
ち
ち
ろ
鳴
く

柿　

岡　

松
田
と
く
子

無
住
寺
を
守
る
如
く
に
蝉
時
雨

　
　

　北
府
中　

臼
井　

さ
く

ひ
と
り
居
で
一
人
に
あ
ら
ぬ
心
地
な

り
亡
夫
の
好
み
し
ざ
く
ろ
が
咲
け
ば

山　

崎　

鈴
木　

菫

暑
き
な
か
祈
り
つ
づ
け
て
六
十
余

年
核
戦
争
の
燻
り
拭
え
ず

国　

府　

大
西　

和
子

影
が
出
来
て
る
　
名
月
母
の

　
細
さ
映
し
た
　
夜
の
道

下　

林　

白
田　

正
源

山
の
分
校
　
そ
の
名
を
閉
じ
て

　
老
い
が
憩
い
の
　
集
会
所

下　

林　

加
藤　

弥
生

玉
の
輿こ

し

に
は
　
乗
れ
な
い
け
れ
ど

　
満
ち
る
愛な

さ
け情

で
　
暮
ら
す
日
々

下　

林　

額
賀　

力
江

痴
呆
進
ん
で
　
名
前
も
書
け
ぬ

　
姑は

は

の
背
に
吹
く
　
秋
の
風

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

帰
省
し
た
子
と
　
迎
え
る
母
を

　
月
が
静
か
に
　
照
ら
す
盆

柿　

岡　

鈴
木
千
代
子

今
宵
十
五
夜
　
祝
膳
供
え

　
祈
る
名
月
　
豊
の
秋

貝　

地　

前
島
く
に
子

夜
空
眺
め
て
　
亡
き
夫つ

ま

思
う

　
語
り
か
け
て
る

　
秋
の
月　
　
　

国　

府　

篠
塚　

あ
い

目
玉
商
品

　
朝
早
取
り
の

　
主
婦
が
群
が
る

　
秋
野
菜

国　

府　

篠
原
美
千
代

そ
っ
と
寄
り
添
う

　
さ
さ
や
く
恋
に

　
明あ

か

る
過
ぎ
ま
す

　
秋
の
月

文
芸
い
し
お
か

文
化
協
会
だ
よ
り

や
さ
と
読
書
会

                       　
　

島
田 

浩
美

　

や
さ
と
読
書
会
は
、
地
道
な
活
動
を

継
続
し
、
22
年
に
な
り
ま
す
。
定
例
会

で
は
、
各
人
お
勧
め
の
本
や
絵
本
を
紹

介
し
、
そ
こ
か
ら
広
が
る
世
界
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
他
者
の
思
い
を
聞
き
と

め
、
自
分
の
思
い
を
語
る
…
。
話
は
本

の
内
容
か
ら
膨
ら
み
、
暮
ら
し
、
食
、

政
治
な
ど
多
方
面
に
波
及
し
ま
す
。
毎

回
、「
話
す
と
精
神
浄
化
に
な
る
ね
」

と
皆
の
声
。
時
に
は
、
一
品
持
ち
寄
り

の
昼
食
会
を
兼
ね
、
頭
も
お
腹
も
喜
ぶ

集
い
と
な
り
ま
す
。

　

６
月
に
は
、
日
帰
り
文
学
散
歩
を
実

施
。
今
年
は
、郷
土
の
文
学
者 

長
塚
節
、

横
瀬
夜
雨
の
足
跡
を
辿
る
べ
く
、
県
西

方
面
へ
。
病
弱
な
が
ら
そ
の
生
涯
を
文

学
に
賭
け
た
先
人
に
多
く
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　

秋
に
は
、
大
覚
寺
や
国
民
宿
舎
つ
く

ば
ね
を
会
場
に
、皆
で
同
じ
本
を
読
み
、

語
り
合
う
催
し
を
実
施
し
ま
す
。
会
員

外
の
参
加
も
得
て
、
良
き
交
流
会
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
機
関
誌
「
で

あ
い
」
は
65
号
を
重
ね
ま
し
た
。

　

手
の
ひ
ら
に
載
る
一
冊
の
本
が
、
人

生
に
彩
り
を
与
え
、
豊
か
に
し
て
く
れ

ま
す
。
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
誰
で
も

愉
し
め
ま
す
。
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

柿　

岡　

小
林　

渥
子

特
別
の
日
に
は
あ
ら
ね
ど
凡
庸
の

暮
ら
し
に
謝
し
て
赤
飯
供
ふ

片　

野　

小
野
瀬
も
と

六
十
年
は
げ
み
し
田
仕
事
息
に
任

す
実
り
豊
か
に
取
り
入
れ
近
し

国　

府　

高
松　

忠

贈
り
物
送
り
て
愉
し
今
宵
あ
た
り

は
し
ゃ
ぎ
可
愛
い
電
話
あ
る
ら
む

高　

浜　

大
島　

全ま
さ

江

フ
キ
盛
り
て
我
が
作
れ
り
は
白
小

鉢
孫
娘
は
迷
い
て
そ
っ
と
口
に
す

東
成
井　

小
島　

せ
ん

倒
れ
て
も
咲
き
盛
る
な
り
コ
ス
モ
ス

は
今
日
の
嵐
に
も
花
ふ
る
わ
せ
て

山　

崎　

鈴
木　

君
江

秋
風
に
乗
り
来
る
は
わ
ら
を
焼
く

煙
わ
ら
の
焼
か
る
る
匂
い
ぞ
な
つ

か
し

柴　

内　

羽
生　

俊

新
し
き
大
臣
決
ま
り
あ
し
た
へ
の

望
み
託
し
て
テ
レ
ビ
見
る
な
り

山　

崎　

荒
井　

幸
子

も
ら
ひ
来
し
は
子
宝
草
に
て
次
々

に
芽
の
殖
ゆ
る
芽
の
出
づ
る
姿
楽

し
む

    

市
民
ず
い
ひ
つ

　

石
岡
神
社　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
田　

昇
三

　

道
後
温
泉
に
伊
予
国
風
土
記
に
依

る
聖
徳
太
子
入
湯
伝
説
が
あ
り
松
山

 

短
　
　
歌

俳
　
　
句

の
郷
土
史
家
で
有
名
史
学
会
の
世
話

人
を
兼
ね
る
合
田
洋
一
さ
ん
は
風
土

記
「
湯
ノ
国
の
碑
文
」
記
載
の
特
別

な
年
号
か
ら
虚
説
を
否
定
し
「
新
設

伊
予
の
古
代
」
を
著
し
た
。
調
査
の

過
程
で
西
条
市
に
大
師
堂
を
持
つ
名

水
を
訪
ね
、そ
れ
こ
そ
が
碑
文
で「
神

井
」
と
さ
れ
た
泉
で
あ
ろ
う
と
す
る

意
見
を
会
報
に
発
表
し
た
。

　

史
料
を
頂
い
た
私
は
敬
服
し
且
つ

考
え
て
み
た
。
神
井
の
水
は
酒
造
り

に
使
わ
れ
る
。
一
㎞
ば
か
り
南
の
橘

島
は
「
い
さ
に
は
の
岡
」
と
呼
ば
れ

て
祭
ケ
丘
古
墳
が
在
り
古
代
か
ら

「
石い
わ
お
か岡
神
社
」が
祀
ら
れ
て
い
た
。「
い

さ
に
は
」
と
は
「
祭
り
広
場
」
の
こ

と
だ
と
か
。
酒
は
祭
祀
に
不
可
欠

だ
っ
た
。

　

伊
予
国
に
は
斎
明
天
皇
の
朝
廷
が

置
か
れ
「
白は
く
す
き
の
え

村
江
の
敗
戦
」
で
日
本

が
大
陸
王
朝
支
配
に
変
っ
た
原
点
に

当
る
。
石
岡
市
は
龍
神
山
に
「
三
輪

山
伝
説
」
を
持
ち
酒
造
を
伴
う
泉
が

湧
く
。
伊
予
の
石
岡
神
社
創
建
に
藤

原
氏
が
祖
と
す
る
武
内
宿
禰
が
関
わ

り
、
鹿
島
神
宮
に
藤
原
氏
出
身
地
説

が
あ
っ
て
、
石
岡
市
（
常
陸
国
府
）

で
藤
原
宇う
ま
か
い合
が
常
陸
国
風
土
記
を
創

作
し
た
と
す
れ
ば
「
石
岡
」
の
二
字

に
は
藤
原
氏
の
影
響
に
よ
る
地
名
の

東
遷
が
考
え
ら
れ
な
い
か
？

　

市
の
名
称
が
「
石
の
岡
」
由
来
で

は
淋
し
く
「
歴
史
の
里
」
に
は
合
わ

な
い
。
昔
を
見
直
し
て
は
…
。

２３　 広報いしおか　№１００



　

わが家の アイドル

　わが家のアイドル（小学生未満）を
募集しています！ お子さんの成長の
記念にいかがですか？
　掲載を希望する方は、問い合わせく
ださい。
● 問い合わせ　市役所 秘書広聴課
    ☎ 23-1111（内線 213）

　　　　　　　　　　行里川
まだハイハイはできませんが、
うつ伏せが大好きです。　　
パパとママから　名前の通り、
優しい子になってください♥

　　　　　　　　　　川　又
いたずら大好き！いつも元気な
あっくんです。愛

あいきょう

嬌もバッチリ
パパとママから　元気で素直な
子に育ってね♥

◀沼田　彩
あ や と

聖ちゃん（８か月）

髙野　優
ゆ み

美ちゃん（５か月）　▶

マナーを守って
　　　　明るい街に！

　

野
外
で
の
廃
棄
物
（
ご
み
）

焼
却
は
、
一
部
の
例
外
規
定
を

除
き
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
野
焼
き
」
に
は
、
洗
濯
物
や

布
団
に
に
お
い
が
つ
く
、
臭
く

て
窓
を
開
け
ら
れ
な
い
、
灰
が

飛
ん
で
く
る
な
ど
の
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
煙
や
に
お

い
は
遠
く
ま
で
届
く
の
で
、
付

近
の
住
民
は
も

ち
ろ
ん
、
遠
方

の
住
民
に
ま
で

迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

　

落
葉
が
多
い
時
期
で
す
が
、

焼
か
ず
に
堆
肥
と
し
て
利
用
す

る
な
ど
、
有
効
利
用
の
方
法
も

あ
り
ま
す
。

　

野
焼
き
行
為
で
、
近
隣
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
協
力
願
い

ま
す
。

　・市役所 環境対策課 
　　☎ 23-1111（内線 146）
　・八郷総合支所 総務課 
　　☎ 43-1111（内線 1143）

●問い合わせ

●
野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
●

石
岡
の
お
ま
つ
り

 

カ
レ
ン
ダ
ー
販
売
中
！

　

石
岡
市
観
光
協
会
で
は
、
平

成
22
年
版
「
石
岡
の
お
ま
つ
り

カ
レ
ン
ダ
ー
（
Ｂ
３
版
）」
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
１
０
０
０

部
の
限
定
販
売
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

【
価
格
】　

一
部　

１
０
０
０
円

【
販
売
場
所
】　

・
市
役
所 

商
工
観
光
課

・
八
郷
総
合
支
所 

商
工
観
光
課

・
観
光
案
内
所
・
ま
ち
蔵
「
藍
」

◆
問
い
合
わ
せ　

　

市
役
所 

商
工
観
光
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　

 

（
内
線
４
１
４
）

平成 22年
　　版
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